
「スポーツ」を「京うちわ」で表現。「スポーツ京うちわ」発売開
始。京都の伝統⼯芸の１つでもある京うちわで、江⼾時代にタイム
スリップ。

「江⼾時代に現代のスポーツをがあったら。表現したらどのようになるのか。」を考え、京うちわを制作いた
しました。

寛永元年（1624年）創業の京都の⽼舗、株式会社⼩丸屋住井（京都府京都市、代表取締役：住井啓⼦）は、京うちわ・

京丸うちわ・深草うちわの⽼舗の⼩丸屋ならではの職⼈の技術を⽤いて、「もし現代のスポーツが江⼾時代にあったらと

いう思いをめぐらせ、思わず、くすりと笑みが溢れ、和むような」京うちわを新たに数量限定で発売いたします。

京うちわ ウェイトリフティング

例えば、ウェイトリフティングの⼒⼠のモチーフ、江⼾時代に流⾏った歌舞伎の登場⼈物である朝⽐奈三郎義秀。演⽬の

中では⾮常に勇敢な戦国武将として描かれています。

「江⼾時代にウエイトリフティング競技があったら、どのようになっていたのでしょう？」

当時の⼒⾃慢といったら、やはり⼒⼠。そんな⼒⼠たちが相撲とは別に⼰の⼒試しに出場していたのでしょうか？

そんな想像を膨らませながら、制作をいたしました。

様々な創造を膨らませながら本作品をお楽しみ頂けたら幸いです。

⼩丸屋住井ならではのユニークな発想から⽣まれた思わくすりと笑みが漏れる京うちわをご覧いただいて、

⼼が和む時間になれば幸いです。
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京うちわ スケートボード

京うちわ サーフィン

「スポーツ京うちわ」商品⼀覧

京うちわ スケートボード

￥19,800

江⼾時代にスケートボード競技があったら、どのようになっていた

のでしょう？

背景のモチーフになっているのは、葛飾北斎『富嶽三⼗六景』の『

尾州不⼆⾒原』。

『桶屋の富⼠』とも呼ばれています。

現在の愛知県名古屋市郊外、富⼠⾒原を描いたもので、遊郭や武家

の別宅が存在する名勝地として知られていたそうです。

このスケートボードのパークは、その桶屋が作ったのでしょうか？

創造を膨らませながら本作品をお楽しみ頂けたら幸いです。

 

京うちわ サーフィン

¥ 19,800

江⼾時代にサーフィン競技があったら、どのようになっていたので

しょう？

そんな想像を膨らませながら、制作をいたしました。

背景のモチーフになっているのは、葛飾北斎『富嶽三⼗六景』の『

神奈川沖浪裏』です。

横浜本牧沖から富⼠を眺めた図と⾔われておりますが、その場⾯に

サーファーがこんな感じだったかも？

様々な創造を膨らませながら本作品をお楽しみ頂けたら幸いです。

 



京うちわ 各種競技

京うちわ ウェイトリフティング

京うちわ 球技各種

¥ 19,800

江⼾時代に球技各種の競技があったら、どのようになっていたので

しょう？

そんな想像を膨らませながら、制作をいたしました。

バスケットボール・ハンドボール・バドミントン・テニス・バレー

ボール。

選⼿の表情や躍動感もさることながら、応援している観客の声援も

聞こえてきそうではありませんか？その当時には、どんな声援で選

⼿を応援していたのでしょう？

様々な創造を膨らませながら本作品をお楽しみ頂けたら幸いです。

また、各選⼿の⾐装（ユニフォーム）にもこだわり、ユニフォーム

の⼀部に各競技のボールがデザインされています。

 

京うちわ ウエイトリフティング

¥ 19,800

江⼾時代にウエイトリフティング競技があったら、どのようにな

っていたのでしょう？

そんな想像を膨らませながら、制作をいたしました。

当時の⼒⾃慢といったら、やはり⼒⼠。そんな⼒⼠たちが相撲と

は別に⼰の⼒試しに出場していたのでしょうか？

ちなみに、作品の⼒⼠のモチーフは、江⼾時代に流⾏った歌舞伎

の登場⼈物である朝⽐奈三郎義秀。⾮常に勇敢な戦国武将として

、描かれています。

様々な創造を膨らませながら本作品をお楽しみ頂けたら幸いです

。

 



京うちわ ラグビー

京うちわ ラグビー

¥19,800

江⼾時代にラグビー競技があったら、どのようになっていたのでし

ょう？

そんな想像を膨らませながら、制作をいたしました。

蹴鞠は、平安時代から宮中において盛んにおこなわれ、鎌倉時代に

は武⼠階級でも、その後江⼾時代に⼊ると徐々に⼀般庶⺠まで普及

していたそうです。

その蹴鞠の⼀種として、ラグビーが宮廷⽂化の中で育まれ、⾏われ

ていたのかもしれません。

様々な創造を膨らませながら本作品をお楽しみ頂けたら幸いです。

【うちわサイズ】

⼩丸屋型 縦約27cm 横27.5cm 、全⻑約41.5cm

裏：⽩無地

⽇本製：制作は全て京都で⾏っております。

※注：⼿作業で制作をしているため、製品ごとに多少の差が⽣じることがございます。

＊2021年8⽉30⽇ から順次発送＊価格は全て税込です。

取扱店舗
※小丸屋住井オンラインショップ・直営店舗
※（https://komaruya.official.ec/）※いずれの商品も、なくなり次第販売終了となります。価格は税込み表記です。

株式会社⼩丸屋住井について

⼩丸屋住井店舗／京都市

⼩丸屋住井の歴史は、千年以上と推測され、代々⼝伝によりそれが伝えられてきました。

当時、公家であった住井家は時の帝より「伏⾒深草の真⽵を使い、団扇作りを差配せよ」との命を受け、深草の地の⼈々

を動かし、天正年間（1573〜92年）に「深草うちわ」を確⽴しました。

江⼾時代に⼊ると団扇や扇⼦⽂化が開花し、この京都伏⾒の「深草うちわ」が全国的に名を馳せました。四国にて有名な

「丸⻲うちわ」や岐⾩市の⼯芸品である「岐⾩うちわ」も元を辿れば⼩丸屋の先祖がその地に伝えたものです。住井家と

歌仲間であった瑞光寺開祖・元政上⼈が考案された「元政型深草うちわ」など、当時より多くのうちわが愛⽤されていた

記録が残されています。

以降、舞扇⼦や夏扇⼦、⼿ぬぐいなども取り扱い始め、京都五花街の芸妓・舞妓さんの名⼊れ「京丸うちわ」も登場しま



す。

また、代々芸事には造詣が深く、⼩道具を多く所有していたため、戦後には「⼩丸屋⼩道具店」を始め、全国に名が広ま

ったこともあり、時代の流れと共に衰退の⼀途をたどる団扇⽂化も現在まで守り続けられております。

今⽇では、京都の春の⾵物詩「北野をどり」「都をどり」「京おどり」「鴨川をどり」の舞扇⼦や舞台⼩道具を担当して

おり、また⽇本全国の各流派師匠の舞踊会の⼩道具、狂⾔とつけ打ちをし、裏⽅として舞台を⽀え続けております。

先⼈より引き継いだものを次の世代へと引き継ぎながら、京都の⽂化を世界へと発信しています。

 

⼩丸屋住井の熟練した職⼈が丹精込めて作るうちわ作り

京丸うちわ作りは、⽵の⾻を検品することから始まり、⾻に地紙を貼る「貼り」や、紙を刷⽑でなでて糊をなじませる「

撫ぜ」、扇⾯を丸く整える「うちきり」、⾻に沿って地紙に筋を⼊れる「筋⼊れ」などの⼯程を経て⼀本のうちわが完成

します。

京丸うちわ photo by Mitsuru Wakabayashi

＊⼯程は、京丸うちわとなり、本商品の京うちわとは異なります。

株式会社⼩丸屋住井のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/85113

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】

株式会社ルゥルゥ商會 広報・企画担当：地野裕⼦

電話：050-3690-1222 メールアドレス：info@loulou.co.jp 

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/85113
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